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シリーズ⑨

こ の

旬 間
しゅん かん 　１月16日に、宮の森会館で行われた白蓮会館小国教室での空手

の初げいこ。参加した子どもたち８人は、始めに今年の目標を一
人ずつ発表した後、突きや蹴りといった基本動作の反復練習やミッ
トを使った練習などに取り組みました。子どもたちは、「せいやっ」
と大きな掛け声をあげながら心身の鍛錬に励みました。

～さらなる成長を誓った初げいこ～
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　地球温暖化や少子高齢化の進行、東日本大震災の発生は、私たちの生活にさまざまな影響を及ぼ
しています。その一方で、環境に配慮した住宅設備の普及や住宅のバリアフリー化、地場産木材の
活用推進など、快適な生活空間づくりを通じて地域経済活性化へ結びつけようという取り組みが進
められています。今月は、県や町で行っている住宅の建築や改修等に関するさまざまな助成事業を
紹介し、その効果と重要性を考えます。

　

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
な
ど
の
影
響
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
耐

震
性
が
高
い
住
宅
建
築
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
効
率
性
が
高
い
給
湯
設

備
へ
の
入
れ
替
え
や
二
重
窓
設
置

に
よ
る
断
熱
性
の
向
上
、
高
齢
化

に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
、
住
空
間
を
よ
り
快
適
に
す
る

工
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
長
引
く
景
気
の
低

迷
の
ほ
か
、
住
宅
資
材
の
性
能
や

建
築
技
術
の
向
上
等
に
よ
る
住
宅

の
長
寿
命
化
に
よ
り
、
今
後
は
新

築
件
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一

方
で
、
築
年
数
が
経
過
し
劣
化
部

分
を
補
修
す
る
必
要
性
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
件
数
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
は
、安
ら
ぎ
や
く
つ
ろ
ぎ
、

家
族
団
ら
ん
の
場
で
あ
り
、
住
宅

の
質
の
向
上
と
充
実
化
は
生
活
自

体
に
豊
か
さ
を
与
え
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
世
代
や
多
様
化
す
る
生
活

様
式
に
合
っ
た
住
ま
い
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
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町
で
は
、
居
住
環
境
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
、
対
象
と
な

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
か
た

に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
小
国
町

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
補
強
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
の
ほ
か
、
県
産
木
材
を
活

用
し
た
工
事
な
ど
を
対
象
に
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
県

が
実
施
す
る
「
山
形
県
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
」
に
補
助

【表１】小国町住宅リフォーム総合支援事業
　　　  補助件数の推移
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総
合
支
援
事
業
と
は

環
境
変
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
普
及

快適な住まいがもたらす安心とぬくもり

（年度）

（件）
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平成26年度　小国町住宅リフォーム総合支援事業
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全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
介
護
保
険

※制度の詳しい内容や申請方法等については、小国町ホームページをご覧にいただくか、
　地域整備課（☎62-2431）までお問い合わせください。

②主な補助要件

①補助対象となる要件工事

要　件　工　事 工　　事　　例 補　助　金　額

部分補強工事 住宅既存部分の壁を筋かいや構造用合板等で補強する工
事など

バリアフリー化工事 段差解消、手すりの設置、浴槽をまたぎの低いもににす
る、便器を和式から洋式にするなど

省エネルギー化工事 太陽光発電、高効率給湯器等の設置、二重窓やペアガラ
スの設置、断熱材の使用など

山形県産木材使用工事 山形県産木材を使用した柱や合板など

克雪化工事 雪下ろし作業用の命綱を固定する金具取付、屋根の雪止
めの設置や勾配を大きくする、融雪設備の設置など

１）上の表のいずれか１つ以上を含む工事で、かつ本町の定める基準点を満たすこと。
２）町内に住所を有し、自己が町内に所有し居住する住宅またはそれに付属する建築物等の工事であること。
３）所有者との請負契約により、県内に所在地を有する事業者が施工すること。
４）工事に要する費用が10万円以上であること。
５）着工の１カ月前までに交付申請し、平成27年２月28日までに工事の完了
　　報告書を提出できること。

【町内業者が施工する場合】
工事に要する費用の10分の２の額
または40万円のいずれか低い額

（県産材を３㎥以上使用する場合は
上限50万円）

【町外業者が施工する場合】
工事に要する費用の10分の１の額
または20万円のいずれか低い額

（県産材を３㎥以上使用する場合は
上限30万円）

の
介
護
認
定
者
数
は
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た
が

介
護
施
設
等
に
入
所
し
た
く
て
も

入
所
で
き
な
い
場
合
も
多
い
こ
と

か
ら
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

在
宅
に
よ
る
介
護
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

介
護
が
必
要
な
か
た
は
、
住
宅

内
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で
も
負

担
を
感
じ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
転
倒
に
よ
る
怪
我
を
招
い
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

車
い
す
が
通
り
づ
ら
い
幅
の
狭
い

廊
下
や
ト
イ
レ
な
ど
、
家
族
が
介

護
を
す
る
場
合
に
も
不
便
を
感
じ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
要
介
護

者
と
そ
の
家
族
が
安
全
で
安
心
し

て
居
住
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
が

重
要
で
す
。

　
「
小
国
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総

合
支
援
事
業
」
で
は
、
段
差
の
解

消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
、
対
象

と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
を
実

施
し
た
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修

事
業
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

金
を
上
乗
せ
し
て
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
４
月
に
同
事
業
を
開

始
し
、
利
用
者
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

内
容
別
に
見
る
と
、
本
町
で
多
い

の
は
断
熱
性
を
高
め
る
二
重
窓
設

置
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
工
事

で
、
冷
暖
房
費
の
削
減
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。

【表２】小国町の介護認定者数の推移

H14 H20H16 H22 H26

509 547 556 565
604

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
サ
ポ
ー
ト

H12 H18 H24

432
389

321

（年度）
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い
る
か
た
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
工
事
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
る
「
暮
ら
し

に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
介
護
保
険
で
は
対
象

と
な
ら
な
い
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
階
段
昇
降
機
等
の
設
置
工
事

に
も
補
助
を
行
う
な
ど
、
介
護
を

必
要
と
す
る
か
た
が
よ
り
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
宅
環
境
の
整
備
と

普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
を

活
用
し
、
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
を
行
っ
た
渡
部
キ
ヨ
さ
ん

（
緑
町
）
は
次
の
よ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
家
で
は
、
玄
関
や
廊
下
、

ト
イ
レ
に
手
す
り
を
設
置
し
ま
し

た
。
手
す
り
一
つ
あ
る
だ
け
で
身

体
へ
の
負
担
が
減
っ
て
楽
に
移
動

渡部さん宅では玄関や廊下、トイレに手すりを設置

で
き
、
私
も
夫
も
重
宝
し
て
い
ま

す
。
特
に
玄
関
や
ト
イ
レ
な
ど
で

は
転
倒
に
よ
る
怪
我
の
予
防
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
設
置
前

に
考
え
て
い
た
以
上
に
効
果
を
感

じ
て
い
ま
す
し
、
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
一
番
で
す
」。

渡部寅夫さんとキヨさん夫婦

　

本
町
は
、
町
土
の
約
94
％
が
ブ

ナ
を
中
心
と
し
た
森
林
で
、
県
内

で
２
番
目
の
森
林
面
積
の
広
さ
を

有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富
な
森

林
を
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
い
か

に
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
。
そ
ん
な
中
、
注
目
さ
れ
て
い

再生可能エネルギーとして利用
が進む木質ペレット（上）とモ
ミガライト（下）

る
の
が
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
モ
ミ
ガ

ラ
イ
ト
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
間
伐
材
や
建

築
木
材
の
端
材
な
ど
、
モ
ミ
ガ
ラ

イ
ト
は
も
み
殻
を
原
料
に
、
細
か

く
粉
砕
し
て
再
び
固
め
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
全
国
的
に
利
用
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
小
国
町
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
」に
加
え
、

町
単
独
で
実
施
し
て
い
る
「
木
材

製
品
利
用
住
宅
建
築
奨
励
助
成
事

業
」
で
、
町
産
木
材
等
を
使
用
し

て
木
造
住
宅
を
建
築
す
る
際
に
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
木
質
ペ
レ
ッ
ト

や
薪
、
モ
ミ
ガ
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
す
る
場
合
も
助
成
の
対
象

介護保険の住宅改修と暮らしにやさしい
住まいづくり助成事業は併用可能です

■補助対象

※制度の詳しい内容や申請方法等については、健康
　福祉課（☎61-1000）までお問い合わせください。

■補助金額
介護保険
住宅改修
18万円

暮らしにやさしい
住まいづくり事業

32万円
合計 50 万円まで

介護保険住宅改修

・�要支援１・２また
は要介護１～５の
認定を受けている
かた

暮らしにやさしい
住まいづくり事業

・�介護を要する高齢者　
（要介護者）
・�介護を要する身体障が
い者（肢体不自由等身
体に障がいのあるかた）

・�その他、町長が特に必要
と認めるかた

介護保険受給者が対象

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
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住
宅
建
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
燃

料
な
ど
で
、
特
に
県
産
材
や
町
産

材
と
い
っ
た
地
元
の
木
材
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

を
生
み
出
し
ま
す
。

　

山
林
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
水

源
の
か
ん
養
、
キ
ノ
コ
・
山
菜
と

い
っ
た
林
産
物
の
供
給
、
保
健
休

養
の
場
の
提
供
、
土
砂
災
害
の

防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い

っ
た
多
様
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。
木
材
利
用
が
進
む
こ
と
で
、

間
伐
や
除
伐
な
ど
の
適
切
な
管
理

が
な
さ
れ
、
近
年
荒
廃
が
進
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
る
山
林
の
保
全
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
地
産
地
消
は
林

業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
振
興
へ

と
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
活
性

小国町森林組合
山  口   英  彦　組合長

渡部政信さんのご家族
（左から政信さん、龍汰くん、千春さん、鈴華さん）

と
し
、
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、「
木
材
製
品
利
用
住
宅

建
築
奨
励
助
成
事
業
」
を
活
用
し

て
住
宅
を
新
築
し
木
質
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
た
渡
部
政
信

さ
ん
（
北
）
は
次
の
よ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
使
っ
て
み
ま
し
た
が
、
に
お
い

も
な
く
乾
燥
も
し
ま
せ
ん
。
あ
た

た
ま
る
ま
で
多
少
時
間
が
か
か
っ

た
り
ペ
レ
ッ
ト
の
燃
え
か
す
を
掃

除
し
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て
く

れ
る
な
ど
、
家
族
み
ん
な
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
自
体
は
高
額
で
す
が
、
補
助

金
を
も
ら
え
た
こ
と
で
購
入
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
現
在
は
灯
油
よ

化
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

小
国
町
森
林
組
合
の
山
口
英
彦

組
合
長
は
、
木
材
活
用
の
推
進
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

木
材
利
用
を
推
進
す
る
助
成
制
度

の
効
果
な
ど
も
あ
っ
て
、
特
に
国

産
材
や
県
産
材
の
需
要
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

環
境
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
機
運

の
高
ま
り
と
も
相
ま
っ
て
、
間
伐

材
や
端
材
な
ど
、
こ
れ
ま
で
無
駄

に
な
っ
て
い
た
木
材
が
資
源
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
利
用
が
進
む
こ
と

は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
組
合
で
も
、
間
伐

材
な
ど
を
基
に
し
た
木
質
チ
ッ
プ

を
製
造
す
る
工
場
を
町
内
に
建
設

し
燃
料
用
と
し
て
販
売
す
る
な

ど
、
資
源
の
有
効
活
用
を
進
め
て

い
ま
す
。
木
材
の
利
用
促
進
に
加

え
て
重
要
な
の
は
、
伐
採
と
並
行

し
て
計
画
的
な
植
林
を
行
う
こ
と

で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
森
林

資
源
を
活
か
し
つ
つ
守
る
こ
と
や

持
続
的
で
循
環
型
の
社
会
構
築
に

よ
る
豊
か
な
暮
ら
し
へ
と
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
も
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
資

源
を
活
用
し
た
地
域
林
業
の
活
性

化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」。

　

豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
う
え

で
、
安
全
で
快
適
な
住
環
境
は
大

変
重
要
で
す
。
ま
た
、
本
町
の
環

境
特
性
で
あ
る
恵
ま
れ
た
森
林
資

源
を
暮
ら
し
に
活
用
す
る
こ
と

は
、
個
人
の
生
活
の
豊
か
さ
に
と

ど
ま
ら
ず
環
境
保
護
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
助
成
内
容
の
見
直

し
や
拡
充
等
に
よ
る
住
ま
い
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
化
を
図
り
、

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

り
ペ
レ
ッ
ト
の
ほ
う
が
安
く
購
入

で
き
ま
す
の
で
、
長
い
目
で
み
れ

ば
家
計
に
も
や
さ
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
生
活
は
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

木
材
活
用
に
よ
る
多
面
的
効
果

誰
も
が
住
み
よ
い
町
へ
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人
権
擁
護
委
員
に

　
　

鈴
木
惠
子
さ
ん
を
再
任

　

１
月
１
日
付
け
で
、鈴
木
惠
子
さ
ん
（
緑
町
）
が
、

人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
人
権

擁
護
委
員
は
、
町
が
議
会
の
同
意
を
得
て
候
補
者

を
推
薦
し
、
そ
れ
を
受
け
て
法
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
も
の
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
で
も
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
日
程
は
Ｐ
14
参
照
）。

仁
科
清
實
さ
ん

　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

元
沖
庭
小
学
校
校
長
の
仁
科
清

實
さ
ん
（
尻
無
沢
）
が
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

仁
科
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
に
北

小
国
中
学
校
で
教
職
に
就
か
れ
て

か
ら
昭
和
62
年
ま
で
39
年
の
永
き

に
わ
た
り
、主
に
本
町
や
長
井
市
、

飯
豊
町
で
教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
昭
和
55
年
か
ら
は

南
部
中
学
校
、
昭
和
58
年
か
ら
は

沖
庭
小
学
校
の
校
長
と
し
て
、
地

域
に
密
着
し
た
学
校
運
営
や
教
育

の
充
実
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　自主防災組織化推進重点化セミナー
が、１月18日、総合センターを会場に開
催され、町内の自治会や自主防災組織の
メンバー、町消防団員など、約50人が参
加しました。このセミナーは、本町の自
主防災組織の組織率向上と防災活動の活
性化を図るため、置賜総合支庁と町が主
催したものです。
　セミナーでは、㈶消防科学総合センター
防災図上訓練指導員の花輪晃彦さん（天
童市）を講師に迎え、町内で積雪時に大
地震が発生した場合を想定した災害図上
訓練が行われました。町中心部の地図を
使い、河川の位置や道路状況、避難場所、
危険箇所などを班ごとに書き込んで情報
の整理を行い、誰がどのような行動が必
要なのかを話し合いながら、日ごろの防
災への備えの重要性について意識を高め
ました。

▶「地域における日ごろか
　らの備えが防災力向上に
　つながる」と話す講師の
　花輪晃彦さん
▼班ごと話し合いながら地
　域の特徴を地図に記入し
　ていく参加者

自主防災組織化推進重点化セミナーを開催

本町の人権擁護委員は次のかたがたです。
お気軽にご相談ください。

鈴 木　 惠 子
宮 崎　 宏 夫
伊 藤　 忠 吾
伊 藤 れ い 子

さん（緑町）
さん（町原）
さん（玉川）
さん（叶水）
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こ
の
一
筋
に
つ
な
が
る

　
盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ㉖

　

あ
た
り
一
面
銀
世
界
の
中
で

２
０
１
５
年
が
幕
を
開
け
、「
白
い

森
の
国
お
ぐ
に
」
の
61
年
目
が
時
を

刻
み
始
め
ま
し
た
。今
年
は「
未
年
」、

ひ
つ
じ
年
で
す
。
私
は
、
昭
和
30
年

「
未
年
」
生
ま
れ
の
還
暦
の
年
男
、

特
別
な
感
慨
を
も
っ
て
迎
え
た
新
年

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
15
日
に
、
俳
句
愛
好

会
で
あ
る
「
た
に
し
会
」
の
新
年
初

句
会
に
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
み
ず
み
ず
し

く
素
晴
ら
し
い
俳
句
に
感
心
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
同
会
は
、
昭
和

39
年
に
設
立
以
来
、
句
会
の
開
催
や

句
集
の
発
行
、
本
町
の
大
自
然
の
中

で
の
町
外
の
か
た
が
た
と
の
俳
句
交

流
な
ど
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
活
動
に
対
し
、
昨
年
の
新
町

60
周
年
記
念
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
奥
の
細
道
」
な
ど
で
有
名
な
「
俳

聖
」
松
尾
芭
蕉
は
、
自
分
の
生
涯
を

回
顧
し
て
「
無
能
無
才
に
し
て
こ
の

一
筋
に
つ
な
が
る
」
と
、
一
つ
の
こ

と
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い

て
お
り
ま
す
。
同
会
の
発
展
と
会
員

の
皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ひ

つ
じ
（
未
）
年
」
の
「
未
」
は
未
来

の
「
未
」
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、

未
来
に
向
か
っ
て
本
町
が
大
き
く
飛

躍
発
展
す
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に

た
だ
一
筋
に
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
い

た
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

本
年
も
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「たにし会」の皆さん

小国町インターンシップ農業者年金に加入しませんか

　小国町インターンシップ冬プログラム
が、１月８日から11日にかけて町内各
地で行われ、町内外の高校生と大学生の
６人が参加しました。今回は、「豪雪地
帯の暮らしを体験し、雪について考えよ
う」をテーマに、高齢者宅の除雪作業や
さいず焼きなどを体験しました。参加者
は、小国の冬ならではの生活を通じて雪
国の魅力と厳しさを体感しました。

冬

・�20歳以上60歳未満の国民年金第１号被保険者で、
年間60日以上農業に従事するかたならどなたでも
加入できます。

・�終身年金で、80歳前に亡くなられた場合でも80歳
までの支給相当額が一時金として支給されます。
・�保険料は月２万円から６万７千円まで千円単位で
選択可能です。
・�支払った保険料は全額（最高年額80万４千円）が
社会保険料控除の対象となります（支払った保険
料の15％から30％が目安）。
・�認定農業者など一定の要件を満たすかたには、保
険料の国庫補助があります。

　農業者年金は、自分が積み立てた保険料と
その運用益により、将来受け取れる年金額が
決まる積立方式の年金です。
■概　要

■問合先
　小国町農業委員会
　（☎６２－２４０８）へ
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町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

　

申
告
が
必
要
な
か
た
は
、「
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
で
、
小
国
町

に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
」で
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
か
た

は
、
町
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出

　

し
た
か
た

▽
年
末
調
整
済
み
の
給
与
収
入
の

　

ほ
か
に
収
入
の
な
い
か
た

※
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
か
た

で
も
、
平
成
26
年
中
に
収
入
が

あ
っ
た
か
た
や
年
末
調
整
済
み
の

給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
か

た
、
各
種
所
得
控
除
を
受
け
た
い

か
た
な
ど
は
、
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

申
告
書
右
上
に
「
収
入
な
し
」、

合
計
所
得
欄
に
「
０
」
と
記
入
し

氏
名
欄
に
押
印
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
か
た
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
ま
た
は

　

加
入
予
定
者
及
び
そ
の
世
帯
主

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

及
び
そ
の
世
帯
主

▽
介
護
保
険
加
入
者
及
び
そ
の
世

　

帯
主

▽
国
民
年
金
免
除
申
請
を
お
考
え

　

の
か
た

▽
所
得
や
税
関
係
の
証
明
書
が
必

　

要
な
か
た

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
町
・

県
民
税
の
算
定
に
は
含
ま
な
い
た

め
、
申
告
す
る
収
入
、
所
得
金
額

に
記
載
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。こ
の
収
入
の
み
の
と
き
は
、

収
入
な
し
の
申
告
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

①
申
告
書
及
び
印
鑑

②
収
入
と
支
出
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
給
与
・
公
的
年
金
収
入

　

平
成
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票

◇
営
業
・
不
動
産
収
入

　

収
支
内
訳
書
、
売
り
上
げ
や
仕

　

入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経
費
の

　

領
収
書
な
ど

◇
農
業
収
入

　

収
支
内
訳
書
、
農
産
物
の
出
荷

　

伝
票
、
仕
切
書
、
領
収
書
、
借

　

入
金
利
子
証
明
書
、
新
し
く
購

　

入
し
た
農
機
具
な
ど
に
関
す
る

　

書
類
、
補
助
金
、
交
付
金
、
保

　

証
金
等
の
収
入
が
確
認
で
き
る

　

書
類
、
取
扱
い
通
帳
な
ど

◇
雑
収
入
・
一
時
所
得

　

支
払
証
明
書
や
通
帳
な
ど
収
入

　

金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
譲
渡
所
得

　

売
買
契
約
書
や
経
費
の
領
収　

　

書
、
公
共
事
業
に
よ
る
買
取
の

　

場
合
は
３
枚
組
の
収
用
証
明
書

　

な
ど

③
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必

　

要
な
各
種
証
明
書
や
領
収
書
、

　

支
払
金
額
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

④
通
帳
な
ど
、
申
告
者
本
人
の
口

　

座
が
確
認
で
き
る
書
類

２
月
６
日
㈮
～
３
月
16
日
㈪

　

平
成
27
年
度
分
の
町
・
県
民
税
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
期
限
は
３
月
16
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
・
県
民
税
の

　
　
　

申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
26
年
中
ま
っ
た
く

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
は
？

申
告
に
必
要
な
も
の

２
月
６
日
㈮
は

「
収
入
が
年
金
の
み
」
の
か
た

　
　
　
　
　
　

の
相
談
日
で
す

　
待
ち
時
間
の
軽
減
を
図
る
た

め
、「
収
入
が
年
金
の
み
」
の
か

た
を
対
象
と
し
た
申
告
相
談
日

を
設
け
ま
し
た
。
地
区
に
関
係
な

く
、
対
象
と
な
る
か
た
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
ご
都
合
が
つ

か
な
い
場
合
は
、
他
の
日
程
で
も

申
告
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
可
能

で
す
）

　
な
お
、
年
金
以
外
の
収
入
が
あ

る
か
た
は
、
地
区
の
相
談
日
ま
た

は
休
日
相
談
日
等
に
お
い
で
下
さ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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平成27年度分　　・　  民税　申告相談受付日程

月　　日 相談会場
午　　前 午　　後

受付時間 地　　区 受付時間 地　　区

２月６日 金 役場大会議室 ９時～11時 全地区（年金収入
のみのかた対象） １時～４時 全地区（年金収入

のみのかた対象）

２ 月 9 日 月 役場大会議室 ９時～11時 小国町１・２ １時～４時 坂町１・２

２月10日 火 役場大会議室 ９時～11時 緑町１ １時～４時 緑町２

２月12日 木 役場大会議室 ９時～11時 駅前１・２ １時～４時 栄町１・２

２月13日 金 役場大会議室 ９時～11時 上岩井沢 １時～４時 幸町２

２月16日 月 役場大会議室 ９時～11時 本町３、幸町１ １時～４時 本町１・２

２月17日 火 役場大会議室 ９時～11時 地蔵町 １時～４時 坂町３・５

２月18日 水 役場大会議室 ９時～11時 町原 １時～４時 東原

２月19日 木 役場大会議室 ９時～11時 平林 １時～４時 あけぼの１・２

２月20日 金 役場大会議室 ９時～11時 綱木箱口 １時～４時 伊佐領

２月23日 月 役場大会議室 ９時～11時 旭町、小芦 １時～４時 北、西

２月24日 火 役場大会議室 ９時～11時 松岡 １時～４時 増岡

２月25日 水 役場大会議室 ９時～11時 種沢 １時～４時 大滝

２月26日 木 役場大会議室 ９時～11時 岩井沢１ １時～４時 岩井沢２

２月27日 金 役場大会議室 ９時～11時 兵庫舘２ １時～４時 兵庫舘１

３月１日 日 役場大会議室 ９時～11時 休日相談 １時～４時 休日相談

３月２日 月 役場大会議室 ９時～11時 田沢頭 １時～４時 大宮、宮の台

３月３日 火 役場大会議室 ９時～11時 小渡 １時～４時 若山、古田、金目

３月４日 水 役場大会議室 ９時～11時 今市 １時～４時 舘

３月５日 木 役場大会議室 ９時～11時 尻無沢 １時～４時 舟渡

３月６日 金 飯豊梅花皮荘 ９時30分～11時 小玉川、泉岡 １時～３時30分 長者原、玉川中里

３月９日 月 玉川高齢者
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ９時30分～11時 玉川、玉川新田 １時～３時30分 中田山崎、片貝

３月10日 火 足中克雪センター ９時30分～11時 足水中里、樽口 １時～３時30分 足野水、市野沢、
百子沢

３月11日 水 越中里公民館 ９時30分～11時 越中里、長沢 １時～３時30分 六ヶ字

３月12日 木 水源の郷交流館 ９時30分～11時 上叶水、下叶水 １時～３時30分 新股、河原角、
上大石沢、下大石沢

３月13日 金 旧白沼小中学校 ９時30分～11時 白子沢、桜沢、
間瀬、明沢 １時～３時30分 沼沢１、２

３月16日 月 りふれ ９時30分～11時 三ヶ字、石滝 １時～３時30分 五味沢

◇◆◇問合先　町民税務課税政管理室（☎６２－２４０３）へ◇◆◇

　申告に関する相談が必要なかたは、できるだけお住まいの地区相談日においで下さるようにご協力をお
願いします。なお、お住まいの地区相談日にご都合がつかないときは、ほかの地区の相談日においでいた
だいても差し支えありませんが、休日相談日や最終日など日によって混み合う場合もありますので、ご了
承ください。

町 県
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　１月10日に合わせた１１０番の日啓発活動
が、白い森ショッピングセンターアスモで開
催されました。小国警察署から１日警察署長
の任命を受けた県立小国高等学校２年で生徒
会長の髙橋咲さん（伊佐領）が県警マスコッ
ト「カモンくん」と一緒に啓発活動を行いま
した。髙橋さんは、来店したかたがたに「１１０
番する時はあわてないで冷静にお願いしま
す」と声を掛けながら笑顔で啓発チラシを配
りました。
　このほか、同店に不審者が現れ逃走したこ
とを想定した１１０番通報体験や同警察署に
よる山岳救助訓練時の写真と防災グッズなど
の展示が行われました。

　小国町消防団の出初め式が、１月４日、総
合センターで開催され、町消防団員など約100
人が参加しました。今年の町と消防団活動の安
全を祈願した後、小国町消防団の伊藤孝太郎団
長が「出動の際は町民の安全を守ること、それ
が安心な生活につながります。団員の自覚を
持って活動に励んでください」と訓示を述べま
した。
　その後、団員などはポンプ車に乗り込み、各
地区で火災予防の啓発パレードを行いました。

～「１１０番の日」啓発活動を実施～
１１０番はあわてず冷静に

全力プレーでベスト16入り
～阿部愛美さんが春高バレー出場～～小国町消防団出初め式～

町を守る決意を新たに

　米沢中央高等学校２
年の阿部愛美さん（東
原 ） が、 １ 月 ５ 日 か
ら11日 ま で 東 京 体 育
館（東京都）で開催さ
れた全日本バレーボー
ル 高 等 学 校 選 手 権 大
会（春高バレー）にセ
ンターとして出場しま
した。同校は、１回戦
で和歌山信愛高等学校

（和歌山県）、２回戦で日本航空高等学校（山梨
県）を破り全国ベスト16入りを果たしました。
　阿部さんは、昨年８月に開催された全国高
等学校総合体育大会（インターハイ）に続い
ての全国大会出場となりました。同大会への
出場を終えて阿部さんは、「たくさんのかたが
たの応援、本当にありがとうございました。
３年生が抜けた今後は、これまでの経験を活
かし新チームのキャプテンとしてみんなを
引っ張っていきたいです」と力強く話してく
れました。今後も活躍が大いに期待されます。
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　シリーズ ⑨

「雪との付き合いかた」

宮 本　 史 人

東京にやってきた小国の雪だるま

第 21 期　緑のふるさと協力隊

　第33回つる細工講習会が、１月21日から23
日までの３日間、飯豊梅花皮荘で開催され、町
内外から34人が参加しました。本町の代表的
な民芸品である「つる細工」の技能向上と参加
者の交流を目的に町観光協会（鈴木正昭会長）
が主催しているものです。
　講習会では、参加者同士あみかたを教え合い
ながら、またたびやあけびなどのつるで鍋敷き
やかごなどを制作しました。

　新春賀詞交歓会が、１月６日、白い森ショッ
ピングセンターアスモで開催され、町内事業所
等から約90人が参加しました。これは、町商
工会やJAやまがた、町森林組合、町による実
行委員会が主催し毎年開催しているものです。
　実行委員長の舟山栄二商工会長は、「多くの
町民が幸せに暮らせるよう、それぞれが小国の
魅力を引き出してまちづくりに一層尽力いた
だきたい」とあいさつしました。参加者は、年
頭のあいさつを交わし和やかな雰囲気のなか
町のさらなる発展を誓い合いました。

　雪が降ってから２カ月が経ちました。いつも気合いを
入れて、除雪をしています。
　さて、1月16日から18日まで、東京都有楽町の交通
会館で、ワラビ、ゼンマイ、キノコなどの山の恵、お米
や雑穀など、小国の特産品販売のお手伝いをしてきまし
た。特に、小国の山菜類を買っていかれるかたが多くお
りましたが、その中で私は小国の「雪」を販売してみま
した。小国の「雪」を活用して、ビジネスにできないか
という発想から企画したものです。もともとは、町のア
ドバイザーの先生のアイディアなのですが、面白そうと
いうことで早稲田大学の学生と一緒に考えながら商品化
しました。販売の結果は不調…でしたが、今後さらに磨
きをかけて売れる商品になるようにアイディアを練り直
そうと思います。
　これでもかと降る雪に付き合いきれないと思うときも
あります。ですが、雪を上手く活用して、遊んだり、産
業づくりをしたり…「上手な雪との付き合いかた」を模
索していきたいと思います。

町のさらなる飛躍発展を誓う
～新春賀詞交歓会～ ～第33回つる細工講習会～

伝統の技を学ぶ
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ご
案
内

募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
職
種　

　

療
食
調
理
業
務
補
助

■
募
集
人
員　

１
人

町
立
病
院
の
調
理
業
務

　
　
　

    

補
助
員
を
募
集
し
ま
す

河
川
の
支
障
木
を

　
　
　
　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象　

　

入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支

障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
協
力
者
を

募
集
し
ま
す
。
県
が
指
定
す
る
条

件
悪
地
で
の
伐
採
・
利
用
に
つ
い

て
は
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
対
象
者　

　

自
ら
支
障
木
を
伐
採
・
利
用
す

　

る
か
た
（
団
体
、
企
業
等
を
含

　

む
）

■
対
象
河
川

　

荒
川
（
小
国
町
越
中
里
地
内
）、

　

置
賜
野
川（
長
井
市
平
山
地
内
）

■
申
込
期
限　

２
月
９
日
㈪

■
問
合
先

　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
河
川
砂

２
０
１
５
新
入
学

　
　
　

    

お
め
で
と
う
置
賜
大
会

　

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
置

賜
地
域
の
新
入
学
児
童
と
そ
の
ご

家
族
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

伝
国
の
杜　

置
賜
文
化

　

ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

■
内
容

　

�

歌
や
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
等
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
豪
華
賞
品

が
あ
た
る
抽
選
会

■
参
加
費　

無
料

■ 

問
合
先　

山
形
新
聞
米
沢
支
社

（
☎
０
２
３
８
‐
23
‐
３
２
２
２
）

へ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

�　

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
に
、
展

示
作
品
を
町
民
か
ら
広
く
募
集
し

ま
す
。

■
展
示
期
間

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年

　

３
月
の
う
ち
で
２
週
間
程
度
ご

　

と
に
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
場
所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
入
口
ロ
ビ
ー

■
申
込
期
間　

　

２
月
２
日
㈪
か
ら
２
月
27
日
㈮

　

ま
で

■�

募
集
作
品　

　

�

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、

合
同
で
つ
く
っ
た
大
き
な
作
品

な
ど

■�

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

（
☎
61
‐
１
０
０
０
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
雇
用
期
間

　

３
月
２
日
㈪
～
３
月
31
日
㈫

■
勤
務
時
間

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
５
時
50
分
他

■
賃
金　

　

時
給
７
５
０
円
～
８
０
０
円

■
応
募
締
切　

２
月
20
日
㈮

■�

応
募
要
件　

不
問
（
調
理
師
免

許
証
等
を
有
す
る
か
た
は
優
遇
）

■
申
込
・
問
合
先　

町
立
病
院（
☎

　

61
‐
１
１
１
１
）
へ

《
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地
》

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
４
階
）

《
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
団
地
》

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象　

所
得
制
限
あ
り

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

　

２
Ｄ
Ｋ　

３
戸（
１
、２
、３
階
）

■
家
賃　

３
８
０
０
０
円

　

２
Ｋ　
　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

３
３
０
０
０
円

■
対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

　

め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

２
月
10
日
㈫

■
入
居
時
期　

２
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

　

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

２
月
13
日
㈮

■
入
居
時
期　

３
月
下
旬

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

　

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■��

問
合
先　

　

�

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西

王
不
動
産
置
賜
事
務
所　
（
☎

０
２
３
８
‐
24
‐
２
３
３
２
）
へ

防
課
ダ
ム
管
理
担
当
（
☎
88
‐

８
２
４
６
）
へ



shiroimori@town.oguni.yamagata.jp�

0238（62）2611【町長室専用】
　　　　　　※日程が変更になる場合は、
　　　　　　　アスモ掲示版でお知らせします。

12日㈭17:00～19:00
26日㈭10:00～12:00　
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　右の表は１月23日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

今月の納税
　�　２月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

● ２ 月 2 6 日 ㈭　水道料��
● ３ 月 ２ 日 ㈪　
　国民健康保険税、後期高齢
者保険料、介護保険料、下水
道料�、簡易水道料、住宅使
用料、保育料等
■問合先
　町民税務課税政管理室へ

２０１５.２

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。

事 業 所 名 職　　種 求人数 勤 務 時 間

ア ク サ 生 命 保 険 ㈱
長 井 営 業 所

商工会議所・商工会共済・
福祉制度推進スタッフ

【経験者】
3人 9：15～17：00

商工会議所・商工会共済・
福祉制度推進スタッフ 3人 9：15～17：00

小 国 町 森 林 組 合 運転業務（トラック運転） 1人 7：30～17：00

㈲ 東 部 開 発 農作業員 2人 8：00～17：00

山 和 建 設 ㈱ 食品加工 2人 8：00～17：00

㈱ 横 川 建 設

事務員 2人 8：00～17：00

営業・営業見習い 各1人 8：00～17：00

現場管理（1級・２級土
木施工管理技士） 各1人 8：00～17：00

重機オペレーター見習い 2人 8：00～17：00

配送運転手 2人 8：00～17：00

自動車整備工【急募】 1人 8：00～17：00

斎 藤 建 設 ㈱ 一般作業員 2人 8：00～17：00

第 一 ホ ー ル 小 国 店 ／
㈲ コ ン ズ カ ン パ ニ ー ホールスタッフ【急募】 1人 8：30～16：15他

安 部 工 業 ㈱
型枠大工 1人 8：00～17：00

一般作業員 1人 8：00～17：00

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ 自動車整備 2人 9：00～18：00

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　２月27日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成26年10月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　２月27日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　 平成26年２月生まれ
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　２月18日㈬
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成24年６月、７月、
　　　　　　　　８月生まれ
２．場 　 所　健康管理センター
３．そ の 他　母子健康手帳を持参
　　　　　　　ください。
４．問 合 先　健康管理センターへ

２月の
保健カレンダー

【
毎
週
火
曜
日
】

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■�

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日　

時

【
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日
】

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

※
11
日
、27
日
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の

　

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日　

時　

２
月
12
日
、
26
日

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

■�

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
18

カ
月
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■   
日　

時　

２
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
19
日
（
子
育
て
講
座
・
子

ど
も
の
病
気
を
知
ろ
う
）、
24
日

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■ 

日　

時　

【
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
】

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
第
２
、４
木
曜
日
の
午
後
は
お

　

休
み
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

☆
ゆ
き
ん
こ
広
場
☆
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ ☎62－5808　●小玉川振興事務所 ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/

相　談

◇宇喜多の捨て嫁
◇女子の武士道
◇浮浪児１９４５
◇明日の子供たち
◇沙羅沙羅越え
◇考えるマナー
◇ドラえもんの学習シリーズ

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～

▽年金相談
■日　時　２月18日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ

▽人権相談
■日　時　２月18日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽消費者相談会
訪問販売や電話勧誘の相談もお受けします
■日　時　２月28日㈯
　　　　　10：00～15：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　司法書士　舟山健蔵　氏
■申込み　申込みが必要です。（当日可）
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

■日 時　２月８日㈰　9：30開始
■対 象 者　保育園年中児から小学校低学年程度
　　　　　　（保育園児は親子でご参加ください）
■持 ち 物　室内シューズ、飲み物
■参 加 費　一人100円（保険代込み）
　～詳細は下記までお問い合わせください～

あいべイベント

■申込・問合先
（☎６２－５８０８）へ

２月の

木 下 昌 輝
石 川 真 理 子
石 井 光 太
有 川 　 浩
風 野 真 知 雄
赤瀬川原平・他

　２月16日㈪から、所得税の確定申
告が始まります。

長井税務署からの
お知らせです

■確定申告相談会場の開設期間

２月16日㈪～３月16日㈪
　申告期限が近づくと大変混み合い
ますので、早めの申告をお願いしま
す。また、復興特別所得税の記載漏
れにご注意ください。

■問合先
　長井税務署（☎８４－１８１０）へ

介護付き有料老人ホームへの入居権を
かたる詐欺にご注意ください！

　先日、小国町内の高齢者宅に、介護付き老人ホームへの
入居申込みを勧めるパンフレットが送りつけられる事案が
発生しました。最初に、投資会社の社員を名乗る男性から
高齢者宅に「老人ホームの資料が送られてきていませんか」
という電話があり、数日後、同じ老人ホームへの入居申込
みを勧めるパンフレットが郵送されてきました。その後、
また同じ男性から「老人ホームに入居申込みをしないので
あれば、申込書を譲ってほしい」という不審な電話がかかっ
てきたというものです。
　 不 審 な 電 話 や パ ン フ
レットが届いた場合は、
すぐに小国警察署へご連
絡ください。

～小国警察署からのお願い～

■問合先　小国警察署
　（☎６２－０１１０）へ 送られてきたパンフレット
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　
●国 保 医 療 担 当 ☎62－2261　
●農林振興室 ☎62－2408　　
●建設管理室 ☎62－2431　

●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●会　計　室 ☎62－2406
●議会事務局 ☎62－2448

　
●税政管理室 ☎62－2403
●商工観光室 ☎62－2416
●建設技術室 ☎62－2432

●政策企画室・地域振興室 ☎62－2264

入札結果情報（平成26年12月21日～平成27年１月20日実施）

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

H26.12.24 温冷配膳車の購入 あけぼの H27.3.10 3,250,400 ㈱中西製作所
山形営業所 2,730,000

H26.12.26 平成26年度岩井沢ポンプ庫建設工事 岩井沢 H27.3.20 9,170,000 安部工業㈱ 9,100,000

H27.1.7 平成26年度町道畔坪線法面対策工事 大宮 H27.3.20 1,837,000 斎藤建設㈱ 1,800,000

H27.1.7 平成26年度町道小坂町朝篠線法面維持工事 小国小坂町 H27.3.20 3,258,000 安部工業㈱ 3,100,000

H27.1.15 農業基盤整備促進事業井の下排水路整備分水
ゲート設置工事 若山 H27.2.25 3,180,000 三和メイテック㈱ 3,000,000

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

　小玉川集落から樽口峠へとつながる雪の森を、クマ
やウサギを追ってきたマタギがご案内します。

　野生のイヌワシの観察やイヌワシを知
るゲーム、ワークショップを行います。

■日　時　２月15日㈰　9：30～16：00頃
■場　所　小玉川健康ウォーキングルート
　「ブナの森七曲りコース」（旧小玉川小中学校集合）
■対　象　一般（雪山初心者でも可）
■参加費　1,500円（保険料等込み）
■定　員　先着15人
■ 持ち物　防寒着、防水性のウェア上下、帽子、手袋、

タオル、登山靴または防寒長靴、かんじきまたはス
ノーシュー（貸出は要相談）、飲み物、昼食

■ 申 込 方 法　２月９日㈪まで電話またはＦＡＸ、
E-mailでお申込みください。

■イヌワシの学校、アニマル・トラッキング
　の申込・問合先
　NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊へ　TEL/FAX６２－５９５５　E-mail：kokohorewanwan@opal.plala.or.jp

■日　時　３月１日㈰　
　　　　　10：00～15：30
■場　所　旧小玉川小中学校
■講　師
　高橋　誠　氏（イヌワシの森倶楽部代表）
　鳥海隼夫　氏（日本鳥類保護連盟）
■対　象　親子、一般
■参加費　大人300円、高校生以下200円
■定　員　先着20人
■持ち物
　防寒着、双眼鏡（貸出有）、昼食
■  申込方法
　２月24日㈫まで電話またはＦＡＸ、　
　 E-mailでお申込みください。

※ 前日２月14日㈯に、雪を使った遊びやさいず焼き等
のイベントを行います。参加ご希望のかたは、午後
１時15分まで旧小玉川小中学校へご集合ください。

■問合先　小玉川振興事務所（☎６４－２００８）へ

　県内で次の事業を営む使用者に使用される労働者（臨時、
パートタイマー、アルバイト等を含む）に適用される１時間
あたりの最低賃金が、右の表のとおり改正されました。これ
以外のかたは680円が適用になります。
■問合先
　山形労働局労働基準部賃金室（☎０２３－６２４－８２２４）へ

特定産業 最低賃金額

電気機械器具等製造業 753円

一般産業用機械装置等製造業 768円

自動車・同附属品製造業 769円

自動車整備業 772円

山形県の特定（産業別）最低賃金

マタギに学ぶ
アニマル・トラッキングイヌワシの学校

白い森自然観察会
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シリーズ㉒『雪国厚情』

～ふるさとへの想い～

髙 橋
金

岩 沢
保 科
桐 生
山 口
後 藤
安 部
舟 山

金
丹

佐 藤
國 分
安 部
安 部
朝 妻
櫻 井

荒 沢
町 原

敏 行
陽 子（ 山 口

宮 崎

綱 木 箱 口
針 生
田 沢 頭
松 岡
松 岡
大 石 沢
岩 井 沢
町 原
松 岡
小 渡
栄 町
樽 口
兵 庫 舘
長 沢
緑 町
小国小坂町
岩 井 沢

ツ マ ヨ
信 夫
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（95）
（56）
（63）
（102）
（87）
（97）
（91）
（90）
（90）
（84）
（91）
（81）
（87）
（86）
（75）
（90）
（84）

新
町
誕
生
60
周
年
記
念

昭和38年　三八豪雪時の中央通り商店街

写
真
で
振
り
返
る

　「
あ
の
頃
の
我
が
町
」

誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成26年12月31日現在）

人口　男・・・4,077 人 （－   8）
　　　女・・・4,257 人 （－   7） 
　　　計・・・8,334 人 （－ 15） 
世帯数　　    3,145 世帯  （－     9） 

小国小坂町 嵯
さ す け

祐伊 藤

編集後記

岩 井 沢 雅 俊
静（奈 良

沼 沢 亮
洋 子（加 藤 葵

あ さ ひ

咲日

茂 之
千 香（

　東京都の板橋区で暮らしていた時に、自宅の区
域が改良工事されることとなり、区役所の要請で住
民協議会を組織しその会長を務めさせていただきま
した。協議会を運営する中で、雪国で培ってもらっ
た思いやりの心が大変役立ったと思います。
　当時の地区の情報誌で「雪国では道が雪で埋まる
と、かんじきで踏み固めて細い道をつくります。す
れちがう時は、若い方または荷物の少ない方が一歩
引いて道を譲り、譲られた方は『おしょうしな』と
ていねいにお礼を言って通ります・・・。』とふる
さとでの情景を投稿させていただいたことがありま
す。改良工事される区域は車も入れない狭い通りし
かなく、救急や消防もままならないような住宅地で
した。必要な改良事業とはいえ、これからの生活に
不安を抱く住民もおり、そのかたがたの思いを静か
に十分に聞くことができたのも、雪国小国町で育っ
たからだと思っています。事業に関わった全ての皆
さんのおかげで、現在その地区は防災環境のしっか
りした街へと生まれ変わりました。
　それに伴い、今は栃木県の那須高原で暮らしなが
ら、地域づくり委員会で環境美化活動に取り組むな
ど、晴耕雨読の穏やかな生活を送っています。今年
の小国町がこれ以上大雪にならないことを願いつ
つ、町のさらなる発展をお祈り申し上げます。

大　滝　出身

栃木県那須町在住

米 野 仁 志 さん
ひ と しよ ね の

東 原 智 孝
奈 々（今

妻と愛犬たちと一緒に

夢
め り る

璃琉

悠
ゆ う が

我


